
 
令和６年度当初予算案 

地域振興計画推進費（中丹広域振興局分）の概要 
 

報道解禁日時の取扱い            令和６年２月６日 

・テレビ・ラジオ 

・新 聞 

２月７日（水）議運終了後 

同上 

         京都府中丹広域振興局 地域連携・振興部 

           企画・連携推進課（TEL:0773-62-2031） 

 
▽予算額 

   地域振興計画推進費（中丹広域振興局分） 34,800千円  前年度 37,300千円 

                               ⑤→⑥ ▲2,500千円 

 

▽概 要 

令和４年 12月に改定した「中丹地域振興計画」に基づき、「子育て環境日本一」、「移住 

促進」、「食の京都」をはじめとする総合的な視点による地域づくりを進めるため、計画に

掲げた地域の将来像の実現に向けて、３分野の具体的施策を推進する事業を計上 

 ・地域の将来像：「心つながる田舎の魅力と都市機能の両方を享受し、海・里山・まちを

舞台に求める暮らしが実現できる地域」 

 ・計画期間：令和５年４月から令和９年３月までの４年間 

 

 

１ 若者が定着する持続可能な地域づくり事業費            計 20,600千円 

＜1-①子育て・定着促進＞ 

（１）中丹子育て未来づくり推進事業 ・・・・・・・・・       3,500千円 

（２）中丹へのＵＩターン促進事業 ・・・・・【一部新規】      5,000千円 

 

＜1-②働く場づくり＞ 

（３）中丹の未来をつなぐ産業創造事業・・・・【新規】        1,500千円 

（４）儲かる農林水産業推進事業 ・・・・・・【一部新規】      6,600千円 

 

＜1-③担い手育成＞ 

（５）将来の担い手育成・確保事業 ・・・・・【一部新規】      4,000千円 

 

２ 絆と交流の地域づくり事業費                   計 11,500千円 

 （１）中丹ファン（応援団）獲得拡大事業 ・・・・・・・       2,400千円 

 （２）中丹エリア周遊観光促進事業 ・・・・・【新規】        2,200千円 

（３）中丹「食の魅力」発掘・発信事業 ・・・・・・・・       3,400千円 

 （４）中丹スポーツトレイル推進事業 ・・・・・・・・・       1,000千円 

（５）「大阪・関西万博」中丹地域交流促進事業【新規】        2,500千円 

  

３ 安心・安全に暮らせる地域づくり事業費              計 2,700千円 

（１）地域防災・減災ネットワーク事業 ・・・・・・・・       1,500千円 

（２）将来の担い手育成・確保事業 ・・・・・（再掲） 

（３）安心して暮らせる環境整備事業 ・・・・・・・・・        500千円 

 その他（地域振興計画推進費） ・・・・・・・・・・・        700千円 

 

合計 34,800千円 

 

tel:0773-62-2031


令和６年度 当初予算案主要事項説明 

中丹広域振興局  

事業名 １ 若者が定着する持続可能な地域づくり事業費（①）
 

予算額 ２０，６００千円 新規・拡充・継続 継続(一部新規) 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１－① 子育て、定着促進＞                  (合計 8,500千円) 

 

▼ 概  要 

  若者等がしっかり地域に定着し、子どもから高齢者まで生き生きと暮らせる地域づく

りに資するため、安心して子どもを産み育てることができる環境整備や、管内外に中丹

地域の良さを認識してもらうための情報発信、ＵＩターン等希望者の掘り起こしや地域

とのマッチングによる移住・定住促進に取り組む。 

 

▼ 事業内容 

 

（１）中丹子育て未来づくり推進事業              【継続】3,500千円 

・地域で子育て支援に取り組む多様な団体の活動内容について、子育て家庭への情報

提供等を実施 

・誰もが働きやすい職場環境づくりに向け、男性育児休業制度等に関する経営者セミ

ナーを開催 

・地域の中で行われている子育てに関する優良事例を公募・発信することで、まち全

体で子どもを育てる機運を醸成 

 

（２）中丹へのＵＩターン促進事業                 (小計 5,000千円) 

 

ア 高校生等若者地域就職・定着促進事業     【継続・一部新規】2,000千円 

・管内の高等学校と連携し、地元企業の出前講座や生徒の現場見学会、保護者向け

説明会等を開催 

・地域で働く若者の職場外での交流の場づくりを提供 

・地元企業の魅力を幅広くＰＲするため、実際に企業に訪問し、工場や仕事現場の

中で製品やサービス等に触れることのできる体験・体感型ツアーを実施 

 

イ 「移住するなら京都中丹」推進事業       【継続・一部新規】1,400千円 

・地域の魅力発信や、地域との交流を通じて農村・まちなか移住を体感できる現地

ツアーを開催 

・仕事と暮らしの両面をワンストップで支援する就職フェア等と連携した移住相談

会を開催 

・登録空家数の拡大に向け、対面・Web形式での空家相談会を開催 

 

ウ Ｕターン施策調査・分析研究事業            【新規】1,600千円 

・新たなＵターン施策の展開に向け、管内各市や福知山公立大学と連携し、Ｕター

ン者数等を把握するための統計調査を実施 

 

 

担当部所 地域連携・振興部／健康福祉部（中丹西・中丹東保健所）／農林商工部 

１－① 

目   的 

対   象 

方法等 



令和６年度 当初予算案主要事項説明 

中丹広域振興局  

事業名 １ 若者が定着する持続可能な地域づくり事業費（②）
 

予算額 ２０，６００千円 新規・拡充・継続 継続(一部新規) 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１－② 働く場づくり＞                           (合計 8,100千円) 

 

▼ 概  要 

  地域産業の振興と雇用の促進に資するため、地域中小企業の育成や働く場の創出、人

材の確保を図るとともに、マーケットニーズに対応した「儲かる農林水産業」を推進す

る。 

 

▼ 事業内容 

 

（３）中丹の未来をつなぐ産業創造事業               【新規】1,500千円 

・管内中小企業の新規事業の創出やビジネスマッチングに向けた企業間の交流・連携

の機会を提供 

・企業の新たな事業展開を促進するため、産業支援機関、高等教育機関、金融機関等

と連携した伴走支援（技術力強化、販路開拓、共同研究等）を実施 

 

（４）儲かる農林水産業推進事業                  (小計 6,600千円) 

 

ア 「万願寺甘とう」「中丹茶」等生産支援事業  【継続・一部新規】2,100千円 

・万願寺甘とう農家の生産性向上を図るため、ＩＣＴ技術の活用等によるスマート

農業を推進 

・中丹茶農家の技術力向上のため、栽培技術研修や茶園品評会等を実施 

・高度化・複雑化する農林水産業の課題等について、農業者、ものづくり企業等と

の意見交換会等を開催 

 

  イ 「丹波くり」振興未来創造事業         【継続・一部新規】1,800千円 

・丹波くりの中核的生産者の更なる技術力・指導力向上を図るとともに、担い手確

保に向けたモデル園での講習会を開催 

・丹波くりブランドの知名度アップを図る「丹波くりスイーツフェア」を開催 

 

  ウ 循環型林業未来創造事業                     【継続】1,700千円 

・管内モデル林地において主伐・再造林一貫作業を実践し、管内各地へ普及を促進 

・木造住宅のＰＲや木製品の販売等による府内産木材の周知と活用のほか、木材に

触れ親しむ体験を通じて担い手確保にもつながるイベントを開催 

 

  エ 野生鳥獣被害地域総合対策事業             【継続】1,000千円 

・シカ、イノシシ等侵入防止柵の保守点検に関する講習会を開催 

・クマ誘因物除去の重要性の啓発やセンサーカメラによる出没調査、サル群の行動

圏調査を実施 

 

担当部所 農林商工部 

１－② 

目  的 

対  象 

方法等 



令和６年度 当初予算案主要事項説明 

中丹広域振興局  

事業名 １ 若者が定着する持続可能な地域づくり事業費（③）
 

予算額 ２０，６００千円 新規・拡充・継続 継続（一部新規） 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１－③ 担い手育成＞                           (合計 4,000千円) 

 

▼ 概  要 

  道路や堤防等、安心・安全、交流に不可欠な社会基盤の整備・管理に関わる建設業や、

中丹地域に集積するものづくり産業、農業、畜産業、林業の担い手の育成と確保及び環

境問題に携わる次世代の人材育成を図るため、小中学生向けの体験学習や高校生等の活

動・学習支援に取り組む。 

 

▼ 事業内容 

 

（５）将来の担い手育成・確保事業          【継続・一部新規】4,000千円 

ア ものづくり産業・建設業 

・府立福知山高等技術専門校と連携し、木工や機械加工、デザイン設計等を体験す

ることで、ものづくり等の楽しさを学べる小中学生向けイベントを開催 

・建設業の役割や魅力を広く情報発信するため、建設重機のＶＲ操作体験や現場見

学ツアー等を実施 

・舞鶴工業高等専門学校等と連携し、ＩＣＴ建設機械の搭乗体験や模型実験（斜面

崩壊、耐震）等の学生向け体験イベントを開催 

 

イ 農 業 

・府立農業大学校で小学生向け農業体験イベント（野菜の収穫作業や袋詰め作業等）

を開催 

・農業者と就農希望者とのマッチング支援や就農体験インターンシップ等を実施 

 

ウ 畜産業 

・小学生を対象とした乳牛の乳搾りや乳製品加工等の体験学習を実施 

 

エ 林 業                            

・木造住宅のＰＲや木製品の販売等による府内産木材の周知と活用のほか、木材に

触れ親しむ体験を通じて担い手確保にもつながるイベントを開催    (再掲)  

 

オ 環 境 

・地域の海岸漂着ごみ対策を推進するため、スポーツ形式でごみを拾い集める「ス

ポＧＯＭＩ」等を開催 

・管内小学生向けに海洋プラスチックごみに関するワークショップを開催 

・環境問題について自発的に行動できる人材の育成を図るため、身近な環境課題に

関する小学生向けセミナーを開催 

 

 

担当部所 農林商工部／健康福祉部（中丹東・西保健所）／建設部（中丹東・中丹西土木事務所） 

１－③ 

目  的 

対  象 

方法等 



令和６年度 当初予算案主要事項説明 

中丹広域振興局  

事業名 ２ 絆と交流の地域づくり事業費
 

予算額 １１，５００千円 新規・拡充・継続 継続（一部新規） 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 概  要 

  地域資源を生かした交流の拡大と関係人口の創出を進めるため、中丹地域の自然や地

域文化、特産品等の魅力向上を図るとともに、管内外への発信に取り組み、海・森の京

都ＤＭＯ等とも連携して、地域のファン（応援団）を拡大する。 

 

▼ 事業内容 

 

（１）中丹ファン（応援団）獲得拡大事業            【継続】2,400千円 

・まとめサイト「CO-KYOTO(こ きょうと)」や各種メディアを通じ、海・森の京都Ｄ

ＭＯや管内各市等、多様な主体とも連携して、中丹地域の子育て、ＵＩターン・

移住、働き方・暮らし方、観光・イベント等の地域情報を広く発信し、関係人口

の獲得・拡大を図る。 

 

（２）中丹エリア周遊観光促進事業               【新規】2,200千円 

・中丹地域の観光モデルプランの磨き上げを図るため、海の京都ＤＭＯと連携した

周遊イベントや、府内の大学生等を対象とした観光体験ツアーを開催 

・フェリー利用者の管内周遊につなげるため、船内で黒谷和紙等を使用した体験ワ

ークショップを開催 

 

（３）中丹「食の魅力」発掘・発信事業             【継続】3,400千円 

・「京都中丹いちおし商品」の更なる魅力発信と販売促進を図るため、販売交流会

等の開催や効果的な販売戦略を検討 

・「京都中丹認証ジビエ」の認知度向上に向け、販路拡大支援やＰＲ強化を実施 

 

（４）中丹スポーツトレイル推進事業              【継続】1,000千円 

・スポーツ・トレイル（サイクリング・登山、カヌー）推進のため、コース周辺の観

光情報や e-Bike関連情報等を追加した「スポーツ・トレイルマップ」を発行 

・アウトドア愛好家向け登山地図アプリ「YAMAP」を活用した情報発信を強化 

 

（５）「大阪・関西万博」中丹地域交流促進事業          【新規】2,500千円 

・「大阪・関西万博」の開催に向けた機運醸成を図るため、中丹茶の産地で府民が

お茶や茶菓子に親しむ催しを実施 

・「大阪・関西万博」を契機に国内外への情報発信を強化するため、中丹地域の観

光情報等を集約した情報誌を発行 

 

担当部所 地域連携・振興部／農林商工部 

２ 

目  的 

対  象 

方法等 



令和６年度 当初予算案主要事項説明 

中丹広域振興局  

事業名 ３ 安心・安全に暮らせる地域づくり事業費
 

予算額 ２，７００千円 新規・拡充・継続 継続(一部新規) 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 概  要 

  安心・安全な暮らしを支える社会基盤整備・維持に加え、災害対応力の強化や安心し

て暮らせる環境整備に資するため、住民意識の向上や、社会基盤等を支える担い手の確

保、地域ぐるみの取組を支援する。 

 

▼ 事業内容 

 

（１）地域防災・減災ネットワーク事業             【継続】1,500千円 

・住民から災害情報の提供を受け、行政の対応迅速化につなげる中丹地域独自の災

害情報システムの登録者を拡大 

・自主防災組織が水害等避難行動タイムラインを作成するための講習会を実施 

 

（２）将来の担い手育成・確保事業 

                     

ア 建設業                           (継続／再掲） 

・建設業の役割や魅力を広く情報発信するため、建設重機のＶＲ操作体験や現場見

学ツアー等を実施 

・舞鶴工業高等専門学校等と連携し、ＩＣＴ建設機械の搭乗体験や模型実験（斜面

崩壊、耐震）等の学生向け体験イベントを開催 

 

イ 環 境                      (継続・一部新規／再掲） 

・地域の海岸漂着ごみ対策を推進するため、スポーツ形式でごみを拾い集める「ス

ポＧＯＭＩ」等を開催 

・管内小学生向けに海洋プラスチックごみに関するワークショップを開催 

・環境問題について自発的に行動できる人材の育成を図るため、身近な環境課題に

関する小学生向けセミナーを開催 

 

（３）安心して暮らせる環境整備事業 

 

  ア 中丹ふるさとを守る絆ネット推進事業           【継続】500千円 

・企業ボランティアによる高齢者等の暮らしの見守り活動や、過疎高齢化が進む集

落での共同作業（草刈り、清掃等）参画による農村交流活動を促進 

 

イ 野生鳥獣被害地域総合対策事業                (継続／再掲) 

・シカ、イノシシ等侵入防止柵の保守点検に関する講習会を開催 

・クマ誘因物除去の重要性の啓発やセンサーカメラによる出没調査、サル群の行動

圏調査を実施 

 

○その他 中丹地域振興計画推進費                               700千円 

  ・有識者等で構成する中丹地域戦略会議の開催等 

 

 

担当部所 地域連携・振興部／農林商工部／建設部（中丹東・中丹西土木事務所） 

３ 

目  的 

対  象 

方法等 


